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理事長からご挨拶

大浜真選手から
ご挨拶！

二宮一太君も
日本代表に選出！

昨年10月に岐阜で行われ
た第17回CPサッカー全日
本選手権大会において、一
太君が所属するエスペラン
サが3連覇致しました。一
太君は大会での活躍により、
継続的に日本代表に選ばれ
ています！！本年9月に行
われた岐阜での代表強化合
宿にも参加し、「僕はまだ
代表では1試合しか出られ
ていない。だからこれから
代表でたくさん試合に出ら
れるように、合宿や所属
チームでアピールをしてい
きます！！」と一太君は熱
く目を輝かせながら語って
くれました。この新聞を皆
様がご覧になるときには9
月末に行われたCPサッカー
全国大会の結果も出ている
でしょう。チームを守護神
として優勝に導きくことが
できるか。そして代表の守
護神として定着を目指す一
太君のこれからに要注目で
す。私たちスマイルクラブ
も一太君を全力で応援致し
ます頑張ってください！

皆さんこんにちは、パラ
バドミントン選手の大浜真
です。いつもパラアスリー
ト支援(寄附金)ありがとう
ございます。おかげさまで、
今年4月から日本の代表選
手(強化指定選手)として国
内外の大会に出場しており
ます。この新聞がみなさん
に届く頃は、日本での国際
大会“ヒューリック・ダイ
ハツJAPAN パラバドミン
トン国際大会2018”の結果
がでていると思います。今
後の大きな大会は、12月中
旬におこなわれる“日本選
手権(福岡県久留米市)“とな
ります。この大会でさらに
上位を目指していきたいと
思います。また、新たに11
月よりスマイルクラブのス
タッフとしてスマイルクラ
ブで働くこととなり、選手
としての活動(2020東京パ
ラリンピックを目指し)の
ほか、スタッフとしても皆
さんを支えていくことにも
なりますので、今後ともよ
ろしくお願いいたします。

いつもスマイルクラブの
活動にご理解いただき、あ
りがとうございます。おか
げさまで、スマイルクラブ
も18年目を迎えることがで
きました。この1年を振り
返りますと、数々の成果が
見られました。まずは、パ
ラリンピックを目指すアス
リートの支援（スマイルパ
ラアスリート支援）選手と
して、みなさんの支援のお
かげでスマイルクラブから
2名の選手が日本の代表
（強化指定選手）として生
まれました。そして、皆さ
んに企画から運営までをお
願いして実現できた夏の
「バレーボールスマイル
カップ」、市立柏高校生ボ
ランティアによる「苦手
プール教室」、熊本支部で
の「熊本復興支援活動」な
ど数多くのイベントをおこ
なってまいりました。さら
には、ドイツとのスポーツ
交流のほかに、新たに中国
（広州 中山大学）やアメ
リカ（YMCA等）との交流
もひろがってきました。今
後もこのような活動が、さ
らに発展していくように、
スタッフ一同がんばってま
いりますので、ご支援のほ
どよろしくお願いいたしま
す。

理事長 大浜あつ子

ダイハツ日本障がい者バドミントン選
手権大会にて準優勝した山見 誠治
選手（左）大浜 真 選手（右）

CPサッカー日本代表であり、
チャレンジ教室にきてくれている

二宮 一太 君



学生ボランティア
と共に頑張った
プール教室

強化指定選手たちと
一緒に汗を流した
パラバドミントン
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本年8月19日、柏市沼南
体育館をお借りし、「障が
い者スポーツ体験会 パラ
バドミントン体験会＆大
会」を開催致しました。日
本障がい者バドミントン連
盟強化指定選手でいらっ
しゃる「村山浩氏」と「大
浜真氏」を講師にお招きし、
同じく強化指定選手の「長
島理氏」と「山崎悠真さ
ん」にもご参加頂きました。
体験会では講師の村山氏と
大浜氏にパラバドミントン
のルールや車いすの使い方
を実技を交えながら伺うこ
とができ、上記4選手のデ
モンストレーション試合も
拝見できました。大会でも
レベルに応じたダブルス
チームで試合を行い、たく
さんの方々が笑顔を見せて
くださいました。ご協力い
ただいた千葉県障がい者バ
ドミントン連盟、千葉大学
バドミントン部と強化指定
選手のみなさん、そしてご
参加いただいた方々、あり
がとうございました！！

2001年から始まった市立
柏高校での夏休みのプール
教室。今年も子どもたちの
元気な挨拶で始まり、とて
も暑かった3日間ですが事
故もなく無事に終わること
ができました。55名の高校
生が水泳指導のお手伝いを
してくれて、初対面の人に
慣れにくい子どもも2日目
にはお兄さんお姉さんの名
前を覚え、すっかり仲良く
なっていました。毎年この
プール教室をきっかけに水
泳が好きになった子、顔が
つけられるようになった子
が沢山います。ただ残念な
ことに、18年もの長きにわ
たりご協力いただきました
が、今年が最後になりまし
た。市立柏高校の皆さん本
当にありがとうございまし
た！

講師の村山氏(右)と大浜氏(左)

全員での記念写真 白熱した試合模様

本年8月に柏市中央体育
館でtoto助成事業バレー
ボールスマイルカップ2018
を開催致しました。今年も
「会員の、会員による、会
員のための」大会を目指し
バレーボール教室の会員の
方々に準備委員をお願いし
て大会の企画から当日の運
営まで携わって頂きました。
今年は新たな試みとして大
会のシンボルとなるデザイ
ン公募を行い、チラシ、プ
ログラム、Tシャツを作成
し、参加賞としてクリア
ファイルを皆さんへお渡し
しました。女子5チーム、
男女ミックス5チームでそ
れぞれリーグ戦を行ない優
勝した女子「Leaves」、男
女ミックス「Peach」には
デザインした優勝Tシャツ
が贈られました。さらに
「つくばユナイテッドSun
GAIA」の選手の皆さんに各
チームの監督としてベンチ
へ入って頂きました。来年
もさらに皆様に楽しんでい
ただける大会を目指してま
いりますので、会員の皆さ
まよろしくお願いいたしま
す。

みんなで作り
みんなで楽しむ
スマイルカップ



アメリカ視察

ドイツ（ミュンヘン）視察

中国との交流
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アメリカの地域スポーツ
クラブとして有名なのが
“YMCA”です。スマイルクラ
ブでおこなっているバレー
ボールやバスケットボール
などは、このYMCAで生ま
れました。また、世界の
NPOとしても、いろいろな
活動支援をおこなっており、
NPOとしての使命や今後の
方向性についても勉強した
いと考え、スマイルクラブ
アドバイザーである島田茂
氏（元日本YMCA同盟総主
事）にコーディネーターと
して協力いただき、シカゴ
のYMCA本部を訪ねました。
今までのYMCAの歴史から、
将来の方向性などお話を聞
きながら、スマイルクラブ
の将来についてのアドバイ
スをいただきました。あり
がとうございました。

もともと中国とは、スマ
イルクラブ設立以来バレー
ボールや発達障がい児の運
動教室指導等で交流を続け
てきました。特に2003年か
ら4年間、スマイルクラブ
のバレーボール教室のコー
チとして貢献してくれた李
鉄鳴氏は、今では広州にあ
る中山大学の女子バレー
ボール部監督となって活躍
しています。その李氏が縁
で、トヨタ財団の助成金を
いただくことができ、中山
大学医学部の小児科医を中
心に、中国・日本共同で発
達障がい児の運動指導マ
ニュアルを作成することと
なりました。今回の活動が、
いつか中国の発達障がい児
にも役立つ日を楽しみに、
本助成事業をすすめていき
たいと思います。

YMCAの玄関にて

交流した中国の皆様

スマイルクラブでは、毎
年スタッフ研修も兼ねてド
イツミュンヘン市内の主に
障がい者スポーツを中心と
したクラブと交流をおこ
なっております。今年もい
ろいろなクラブを訪問しま
した。ドイツのスポーツク
ラブについてご存知ない方
も多いと思いますので、こ
こで少しドイツの状況につ
いて説明しますと、ドイツ
ではスマイルクラブのよう
にスポーツを中心とした地
域のスポーツクラブが国内
に90,000クラブあります。

一方日本では、全国でわず
か3,500です。それだけド
イツは、スポーツを身近に
楽しめる環境が整っていま
す。そのようなドイツを学
ぶことは、スマイルクラブ
にとっても非常に勉強にな
るので、毎年交流をおこ
なっています。さらには、
ドイツでは車いすバスケッ
トボールなどのパラスポー
ツ（障がい者スポーツ）や
心臓手術後のリハビリ運動
教室など医療と連携したス
ポーツが盛んにおこなわれ
ており、

その点も学びたいと考え交
流を続けております。
今回は、地域スポーツクラ
ブの他にもGaby Keemss
さんStefanie Mörbtさん
が個人的に関わっている、
発達障がい児の運動教室の
指導現場にも訪問すること
ができ、大変勉強になりま
した。今後も、引き続き交
流を続けてまいりますが、
2020年3月には、会員の
みなさんと一緒にバレー
ボール交流もおこないたい
と準備も進めていきます。

ドイツのスポーツクラブの様子➀ ドイツのスポーツクラブの様子② ドイツのスポーツクラブの様子③



昨年度は「17万8千円」
の寄付をいただき、誠にあ
りがとうございました。こ
の寄付金はスマイルパラア
スリートの遠征費等の補助
に使わせていただきました。
本年度も皆様のご支援を
お待ちしております。

特定非営利活動法人
スマイルクラブ
ゆうちょ銀行 口座番号
００１２０-７-１１４７０

一口3千円
（何口でも結構です）

寄付金の報告と
今年度の依頼

熊本復興支援3種目チャレンジパラバドミントン
山口キャラバン
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昨年度年賀寄附金助成事
業として、2016年4月にお
こった熊本地震の復興のた
めの障がい者スポーツから
の支援事業として、講演会
やスポーツイベントなどを
熊本市内でおこなってきま
した。特にジャーナリスト
の茂木宏子氏（筑波大学博
士課程大学院生でもありま
す）は、2011年の東日本
大震災から「震災とスポー
ツ」というテーマで、大学
院生として「災害時のス
ポーツの果たす役割」につ
いての研究内容を発表いた
だいたり、バレーボール男
子Vリーグチームのつくば
ユナイテッドサンガイアか
ら、現役選手に来てもらい、
風船バレーのイベントなど
を行いました。スマイルク
ラブとしてこれからも熊本
の復興のお手伝いをしてい
きたいと思います。

パラアスリート支援で会
員の皆様の支援をしていた
だいいるスマイルクラブの
大浜真選手がおこなってい
るパラ（障がい者）バドミ
ントンは、2020東京の新し
いパラリンピック種目とな
り、年々大会やイベントも
増えてきました。その流れ
の中、今回エネルギア助成
をいただき、山口県山口市
内で山口県障害者スポーツ
協会と共催で“パラバドミン
トン体験会”をおこないまし
た。当日はなんと202名のた
くさんの参加者が車いすに
乗ってバドミントンを楽し
みました。さらには、バド
ミントントップチームの西
京銀行「ACTSAIKYO」の選
手も協力してくれました。
ありがとうございました。

色々なスポーツを体験し
てもらいたいと始めたこの
子どもゆめ基金助成事業で
すが、毎年大好評です。バ
スケットボール・バレー
ボール・バドミントンを全
員が各30分程度ですが、講
師の先生の指導のもと体験
していきます。できないこ
ともできるようになる喜び、
親子や友達とスポーツする
喜びなどを感じてもらって、
スポーツって楽しいなと
思ってもらえたらうれしい
です！今年も12月16日お待
ちしています！

山口キャラバンの様子 親子風船バレー

児童発達支援及び放課後
等デイサービス事業の個別
指導の運動教室です。受給
者証を持つ子どもが対象で
すが、現在柏市柏と松戸市
岩瀬の2か所で行っています。
大勢の中で運動するのが苦
手な子、個人的な支援が必
要な子など予約制です。お
待ちしています。
お問い合わせ：
柏教室(04-7113-1407)・
松戸教室(047-705-7086)

デイサービス事業

3種目チャレンジ
ソフトバレーボールの様子

10年表彰
これからもよろしく

お願い致します。

「運動が苦手な子の教室」
常盤平体育館 那須拓海さん
常盤平体育館 倉持智英さん
常盤平体育館 高橋祐貴さん
大穴小学校 磯野大樹さん

「スポーツ教室」
バレーボール 長島俊一さん
バレーボール 西村健志さん
バレーボール 藤田優子さん
バレーボール 濱 理恵さん


